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２月18日（土）に第４回プレゼンテーション大会「IBARAKIドリーム★パスAWARD」を茨城県県南生涯学習センター

で開催しました。 

10月に認定された16の戦略チームが、およそ４か月間にわたる実践活動の成果を発表し、審査の結果、県立石下紫

峰高等学校の For a good communityチームが総合グランプリを受賞しました。自分たちが幼少期にコミュニケーショ

ンに苦労した経験から課題を見つけ、多くの仲間の協力を得ながら作り上げた多言語テキストが、実際に保育の現場で

園児と先生のコミュニケーションをサポートするツールとして活用されていることが高く評価されました。 

審査員からは、「高校生や中学生が、自分自身の身近なところから課題を見つけ、解決しようと挑戦した姿がどれも

素晴らしかった。」「年々活動内容のレベルが上がり、素晴らしい発表になっている。」など取組を高く評価するコメン

トを数多くいただきました。 

ぜひ、貴紙誌面・局にて中高生たちの活動を御紹介ください。 

 

［結果］ 

  

成績/副賞 企画名 学校名／氏名 

総合 

グランプリ 

（５０万） 

International Language for 幼稚園児 

県立石下紫峰高等学校 ２年  

ポンポン ニコル、パリソ イサベル、シマブクロ カリネ、

ディアス ナタリ 

受賞者のコメント ：この経験を活かして、これからも外国籍の子どもたちや、幼稚園の先生方の支援を

続けたいと思っています。 

金  賞 

（３０万） 

霞ヶ浦で泳ぎたい！ 
～水中探査で豊かな未来を～ 

県立つくば工科高等学校 ２年 

坂 卓実、大谷 綾、佐藤 リアン、田中 大稀、中村 虎太郎、 

平田 直翔、古家 眞之介 

バナナバイオエタノール 
～環境保全と経済活性化の両立を目指
して～ 

県立竹園高等学校 ２年 石井 優夏 

銀  賞 

（２０万） 

「～THE SAW～畑の道を切り開け！」 
農業をロボットでサポートしたい！除
草ロボットの研究 

県立つくば工科高等学校 ３年  

秋森 一真、田中 月輝斗、田中 月埜、山田 航世 

いらないなんて言わせない 
～コーヒーかすの可能性～ 

県立勝田高等学校 ２年 勝山 葉音、平野 百依 

県立勝田中等教育学校 ２年 高橋 宏典、１年 早川 そら 

銅  賞 

（１０万） 

看護師に救いの手を 
～あなたのとなりにバイタルサイン～ 

県立つくば工科高等学校 ３年  

髙野 鞠凛、久保田 侑良、澤上 利彦、関 優斗 

移動可能な緑地を作る 
県立緑岡高等学校 ２年  

平沼 悠輝、那須 雄飛、清原 慧梧、小森 悠太、中村 香菜 

審査員 

特別賞 

（３万） 

北浦の在来種を増やすには 
～水路にRiverBoxを設置して在来種を
増やそう～ 

県立鉾田第一高等学校附属中学校 ２年  

眞家 大和、井川 晃佑 

【問い合わせ先】県教育庁総務企画部生涯学習課 振興担当：河野  TEL：029-301-5318（直通）

令和４年度 IBARAKI ドリーム・パス事業 

第４回プレゼンテーション大会「IBARAKI ドリーム★パス AWARD」 

総合グランプリは 県立石下紫峰高等学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 
総合グランプリを受賞した石

下紫峰高校の生徒のみなさん 
 
 
中央 
作成したテキストブックとカ

ード 
保育の現場で使いやすいフレ

ーズを選定し、９か国語に翻訳

している 
 
 
下 
プレゼンテーション大会を終

えて 




